
                          

   

公表：平成 31 年 1 月 19 日    

  

事業所名 こどもサポート教室「きらり」袋井校        保護者等数（児童数）50 回収数 36 割合  72 ％  

 

   チェック項目  はい  
どちらともいえ

ない  いいえ  ご意見 ご意見を踏まえた対応 

環

境 

・

体

制

整

備 

①  子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか                ３３ ３   

個室はやや狭く感じる 

大きな方の支援室は分割し

て使用することで音の反響

や人の気配など気になること

もあり、それがメリットであり、

デメリットでもある 

個別療育であるが、少人数

の集団の中で過ごすことにも

慣れてほしいということを保

護者には伝えている 

 

児によっては、時々小部屋

での支援を行い、集中力を

身につけていくように考慮す

ることもある 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか      ３２ ４   

専門性については職員によ

りけり 

専門性に関してはわからな

いが、職員のこどもへの姿勢

や思いは伝わって来る 

個別支援なので配置数は

特に問題はないと思う 

職員の名札に教員免許や

保育士資格など、所有免

許を記載し、どんな専門性

があるのか知っていただく手

立てとはしている 

③  

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリア

フリー化の配慮が適切になされているか                  

 ２１ １０  ４ 

出入り口のドアは少し開けに

くく風が吹くと強く閉まって危

険を感じることがある 

身体に障害をもった人に対

しては配慮が足りない 

よく見たことがないのでわから

ない 

建物の構造上、バリアフリー

化はされていないが、室内

は段差のないように配慮し

ている 

適

切

な

支

援

の

提

供 

④  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された

上で、放課後等デイサービス計画が作成されているか  

 ３１ ２ ３ 

 こんなこともできるのかと驚く

ことがある 

親としては本人の有する能

力などを伝えているつもりで

はあるが、「きらり」としての客

観的な分析がどうなのかもう

少し意見を聞きたい 

今の授業でやっているような

問題を出してほしい 

個別支援計画を作成する

際には、必ず保護者に見て

いただき、修正の必要な箇

所がある場合には修正を加

えたうえで再作成しお渡しす

るようにしている 

 

保護者や児の希望を取り

入れた内容で考えている 

⑤  活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか   ３０ ５   

本人の興味や関心のジャン

ルが狭く限られているので、

今後もいろいろな工夫をお

願いしたい 

こちらからお願いしていること

を聞いていただきありがたい 

プログラムの内容がよくわから

ない 

職員全員で支援についての

申し送りをし、プログラムにつ

いての検討をしているため、

固定化はされないようにして

いるが、児が興味関心をも

って取り組めるのかどうかは、

日々考えている 

保護者に対し、活動の内容

をできるだけ詳しく説明する

時間は設けている 

  保護者等向け 放課後等デイサービス評価の集計結果（公表）   



⑥  
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子

どもと活動する機会があるか  
２３  ５ ７ 

個別なのでなかなか難しいと

思う 

普段ないと思うが、確認して

いないのでよくわからない 

個別療育なので、こういった

機会はいままでなかった 

また、今後もこういう機会を

つくるのは難しいだろうと思わ

れる 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑦  
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がな

されたか  
３３  ３   

支援の内容についてはもっと

知りたい 

毎回保護者への申し送りは

十分に行っているつもりだ

が、足りていないことも考えら

れるため、今後もしっかり行

っていきたい 

利用者負担等については

契約の際に説明をすること

で理解をされているように思

う 

⑧  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発

達の状況や課題について共通理解ができているか  
 ２８ ７ １ 

発達状況、課題など評価、

課題の選択などを知りたい 

活動の内容や説明を細かく

受けている 

やっており内容が少し幼すぎる

時がある 

丁寧な報告、助かっている 

なかなか忙しくて少し足りない

ように思うので気づいたら連絡

するようにしたい 

毎回支援の後には必ず保

護者へ申し送りを行い、支

援中の様子を伝えるとともに 

保護者の思いを聞き取るよ

うなことも行っているので、今

後も保護者の要望を聞きな

がら支援に役立てていきた

い 

⑨  
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援

が行われているか  
 ２１ １３ １ 

担当制ではないので、個の

情報共有ができているの

か？ 

責任者とは空き時間に話す

ことができているが指導員と

はあまり面談ができない 

１対１で座って面談をする

機会を何か月かに１回はほ

しい 

もっと積極的に参加したい 

通所時の話はあるが特段面

談という改まった日はない 

面談はいつでもできる旨、

契約の際にお伝えはしてい

るのだが、都度声を掛けな

いとなかなか面談には至らな

いようである 

 

今後、できるだけ定期的に

面談の機会を設ける旨周

知し、保護者の要望に耳を

傾ける機会を増やしていき

たい 

⑩  
父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されているか  
 １５ １６ 

2 

 

よくわからない 

あれば言ってほしい 

もっと積極的に参加したい 

機会を作っていただきとても

よい経験ができた 

しかしせっかく作ってもらって

も精神的なこともあり参加で

きないこともある 

平日は仕事のため参加でき

ないので仕方がない 

半年に１回程度のペースで

保護者会を行っているが、

保護者同士の日程が合わ

ず保護者会自体を数日設

けて調整を図った 

 

保護者会の様子は掲示し

たりブログで紹介したりして、

参加できなかった保護者へ

も伝えていくようにしている 

⑪  

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整

備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、苦情

があった場合に迅速かつ適切に対応しているか  
 ２２ 12 1 

 そのようなことがないのでよく

わからない 

苦情はあまり上がってこない

が、保護者が気楽に苦情を

言ってくださるような雰囲気

を作っていきたい 

⑫  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配

慮がなされているか  
 ３２ ４     

 



⑬  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事

予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の

結果を子どもや保護者に対して発信しているか   ２１ １２ １ 

 ホームページを把握してい

ない 

ホームページがわからない 

行事予定はその都度受け

取っている 

ホームページへのアクセスの

仕方は校舎内に掲示してい

るが、十分な周知がされて

いないため、今後もお伝えし

ていきたい 

⑭  個人情報に十分注意しているか   ３０ ５   

特別に問題を感じていない

のでよくわからない 

１階なので外から部屋の中

が丸見えなのが気になる 

カーテンやブラインドがほしい 

部屋の中が丸見えにならな

いように、ロールカーテンはし

ているが、実際にカーテンを

閉めている状況を知らない

保護者もあるので実態を知

っていただく必要がある 

非

常

時

等

の

対

応 

⑮  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアルを策定し、保護者に周知・説明されているか  

 ２６ ５ １ 

出入り口が一箇所なので誰

か入ってくれば逃げ道はない

のか？ 

避難場所がロビーに貼られ

ていてこどもたちにもわかるよ

うに配慮されている 

契約時にプリントをもらい保

管してあるが、毎年対応マニ

ュアルのプリントをもらうと気

が引き締まるように思う 

特別に問題を感じていない 

よくわからない 

様々な場合に応じての防災

訓練を行い、出入り口だけ

でなく窓からの避難も訓練

の一部として取り入れている 

 

今後、毎年対応マニュアル

の更新をして改めて保護者

に伝えていきたい 

⑯  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他

必要な訓練が行われているか  
 ２１ １３ １ 

訓練は受けたことがない 

我が子は参加できなかった

かも 

わからない 

利用者が全て訓練を受ける

ことができるように毎月、曜

日や時間を変えて行ってい

るが、まだ当たったことがない

利用者もいるので、引き続

き配慮して行っていきたい 

満

足

度 

⑰  子どもは通所を楽しみにしているか   ２２ ５ ２ 

課題はどれも抵抗からスター

トしているが、指導員と会うこ

とは楽しみにしている 

気分で行かないこともあるが

「辞めない」とはっきり言ってい

る 

最後のゲームでリフレッシュし

ている 

不登校気味の子もいるので

せめてここには楽しみに来所

してほしいといった願いを職員

一同もっていることを日々保

護者や利用者には伝えてい

る 

⑱  事業所の支援に満足しているか   ２４ ５   

 学校では本人のペースに合

わせてもらえないことで、持っ

ている力を伸ばしきれないこと

も多く、少しでも伸ばしていく

ために支えていただければと

思う 

「きらり」がなければ外に出る

ことがほとんどなくなっていたと

思う 

日々自分なりの成長を感じ

ていると思う 

家では自分の意見が言える

ようになった 

きっかけをもらえる場所 

勉強の時間配分を多くしてほ

しい 

個別療育ならではのよさを保

護者が感じて利用をされてい

るお宅がほとんどであるため、

今後も事業所の特色を十分

に活かした療育を行っていき

たい 

 

 

保護者のニーズに合わせなが

らも事業所のできることを行っ

ていきたい 



助けてもらっている部分が多

い 

こどもに合ったレベルでの支援

をと思うが学校での学習の遅

れを感じているので不安に思

うこともある 

利用回数を増やすことで少し

でもよくなればと思う 

現段階で不満は特にない 

活動内容をいろいろ工夫して

いただき本人も嫌がることはな

い 

  

  

  

    

                                                    

i  放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関す

るアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支

援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成す

る。  
ii 

  事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害特性や課題、平日／休日／長

期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。   

  










